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長期食生活調査における食物繊維摂取量の算定
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	　日常の食生活における食物繊維摂取量を算出するため，福岡県在住で毎日の食事を担当している女性を対象に16週間の食事記録を実施した。食事記録データが有効であった34名のデータを用いて，季節別に総食物繊維，水溶性食物繊維，不溶性食物繊維の摂取量を算出した。また，どの食品から食物繊維を摂取しているかを明らかにするため，各食品からの食物繊維摂取量の全食物繊維摂取量に対する割合を上位50まで求めた。16週間の総食物繊維，水溶性食物繊維，不溶性食物繊維の1日平均摂取量は，それぞれ，9.5±4.9g，1.6±1.1g，7.7±3.8gであり，総食物繊維摂取量は10g未満の低い値を示した。食品別食物繊維摂取量は，総食物繊維では精白米が全総食物繊維摂取量の10.3％と最高の割合を示し，上位50食品で全体の86.7％を占めた。水溶性食物繊維においては，温州みかんの割合が9.3％を示し，上位50食品で89.9％を占めた。不溶性食物繊維は総食物繊維と同様に精白米が12.7％と最も高い値を示し，上位50食品で88.9％であった。これら累積割合はどの繊維も上位100食品あたりでプラトーに達した。以上の結果から，16週間の食事記録データによる1日平均食物繊維摂取量はこれまでの報告より低いことが明らかとなった。これは調査方法，調査地域の異なっていることが一因であると考えられ，今後，この点を明らかにするため，さらに長期食生活調査を行い検討する必要がある。
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